










































































































Elementary English Course」の Unit1「This is me!」の学習を活用して自己紹介のビデオを撮影
した。
　さらに、本校に協力していただいてる、東洋学園大学坂本ひとみ教授の紹介で、IEARNのプ
ロジェクトの一つの Hand-in-handに参加した。これは、新型コロナウィルスに立ち向かうため
に皆で手を繋いで力を合わせていこうというねらいになっている。
写真7　想いを込めたポスター 写真8　コロナ対策ビデオレター
写真9　Hand-in-hand
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　児童は新型コロナウィルスに対する思いを英語で表現し、日本代表を意識して自分の顔などの
イラストを添えた。各国の人たちが書いた Hand-in-handを紹介した際には、様々な国の人々が
同じワークシートで繋がることができて、児童たちはとても嬉しい表情をしたことがとても印象
的だった。
　
6．おわりに
　
　ビデオレター交流は、下図と関係がある。ビデオレター交流を活動のゴールではなく、途中経
過のツールとして使うことによって、自分を振り返ることや文化の再認識、これからの価値観に
繋がることなど、様々な要素を生み出す事が分かる。
図2　ビデオレター教育が養う能力　
　
　今回、子どもたちが作成したものを写真などで添付することで、ビデオレター交流以外の方法
でも人々は繋がることができることが分かった。地域に根付いた学習においても、国境を越えた
学習においても、共通していることは、「他者との繋がりがある」ということだ。これは、小学
校時代だけに重要なことではなく、人生において大切なことである。
　「たくさんの人々との出会いによって、学び・気づきが起きる。人は皆、繋がり、協力しなが
ら生きている。」ということに気づかせたい。その人々と生きていく中で、様々なことに気づき、
如何に未来を見据えながら、自分はどう行動できるかが今後の生活の中で大切になっていくのだ
と考える。
　そして最後に、新型コロナウィルスが、一刻も早く治まることを切実に願っている。
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